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【提出日】平成29年3月14日(2017.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油中水型エマルジョン清浄用組成物であって、
　ａ．３Ｍの塩基／脱イオン水を前記組成物の１～４％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｂ．疎水性溶媒を前記組成物の０．１～９０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｃ．乳化剤を前記組成物の０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｄ．界面活性剤を前記組成物の０．０１～２０％（ｗ／ｗ）の量で、及び
　ｅ．レオロジー剤を前記組成物の０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で、
含む、油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項２】
　前記塩基が、アンモニア、アミン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及びこれらの
混合物のうち少なくとも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成
物。
【請求項３】
　前記溶媒が、アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（これらは
全て、商品名Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから入手可
能である）、ペンタン二酸（ｐｅｔａｎｅｄｉｏｉｃ　ａｃｉｄ），２－メチル，１，５
－ジメチルエステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エステル
（ｎは１～７の数である）、及びトリプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレ
ングリコールメチルエーテル、及びプロプレングリコールｎ－ブチルエーテル、プロピレ
ングリコールメチルエーテルアセタート、式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステル
（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するアルキルであり、Ｒ２は１から４個の炭素を有する
アルキルである）、大豆メチルエステル、及び乳酸エチル、Ｄ－リモネン、及びこれらの
組合せのうち少なくとも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成
物。
【請求項４】
　アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（これらは全て、商品名
Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから入手可能である）、
ペンタン二酸（ｐｅｔａｎｅｄｉｏｉｃ　ａｃｉｄ），２－メチル，１，５－ジメチルエ
ステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エステル（ｎは１～７
の数である）、又はトリプロピレングリコールメチルエーテルのうち少なくとも１種が、
前記組成物の１０～９０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
【請求項５】
　ジプロピレングリコールメチルエーテル及びプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル
、プロピレングリコールメチルエーテルアセタートのうち少なくとも１種が、前記組成物
の１０～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記載の油中水型エマルジョン清浄
用組成物。
【請求項６】
　式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するア
ルキルであり、Ｒ２は１から４個の炭素を有するアルキルである）のうち少なくとも１種
が、前記組成物１～５０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
【請求項７】
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　Ｄ－リモネンが、前記組成物の０．１～３％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項８】
　少なくとも１種の前記乳化剤が、０．５～２０％（ｗ／ｗ）の、未処理の乳化剤である
Ｒｈｏｄａｃｏｌ　ＩＰＡＭ（Ｓｏｌｖａｙから入手可能である）、鎖の長さが２００か
ら２０００のポリエチレングリコール、ポリアクリル酸、及びこれらの組合せである、請
求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項９】
　前記界面活性剤が、両性、陰イオン性及び非イオン性界面活性剤、及びこれらの組合せ
のうち少なくとも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１０】
　前記両性界面活性剤が、ベタイン、アルキルイミダゾリン、カプリルイミダゾリン、ア
ルカノールアミド、ココアンホプロピオナート、及びこれらの組合せのうち少なくとも１
種である、請求項９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１１】
　前記両性界面活性剤が、前記組成物の０．５から２０％（ｗ／ｗ）の範囲の量で存在す
る、請求項９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１２】
　前記非イオン性界面活性剤が、アルコキシル化アルコール、エトキシル化ポリオキシプ
ロピレンブロック共重合体；アルコキシル化エーテルフェノール、シリコーン系化合物、
例えばシリコーングリコール共重合体、及半極性非イオン性界面活性剤、例えばトリアル
キルアミンオキシド、モノイソプロパノールアミド界面活性剤（商品名Ｓｕｆｙｎｏｌ　
１０４及びＳｕｆｙｎｏｌ　１０４Ｅで知られており、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから入
手可能である）、及びこれらの組合せの少なくとも１種である、請求項９に記載の油中水
型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１３】
　前記非イオン性界面活性剤が、前記組成物の０．０１から１０％の範囲の量で存在する
、請求項９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１４】
　前記陰イオン性界面活性剤が、アルキル硫酸塩、アルキルベンゼンスルホナート、イソ
プロピルアミンドデシルベンゼンスルホナート、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
、直鎖状及び分枝状のドデシルベンゼンスルホナート、アルキルタウラート、アルキルサ
ルコシナート（ｓａｃｒｏｓｉｎａｔｅｓ）、アルキルジフェニルオキシドジスルホナー
ト、アルキルナフタレンスルホナート、アルキルエーテルスルファート、アルキルエーテ
ルスルホナート、スルホスクシナート、及びこれらの組合せのうち少なくとも１種である
、請求項９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１５】
　前記陰イオン性界面活性剤が、前記組成物の０．５から２０％（ｗ／ｗ）の範囲の量で
存在する、請求項９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１６】
　レオロジー剤が、セルロース、キサンタンガム、フュームドシリカ、シロキサン処理フ
ュームドシリカ、ヘクトライト粘土及びベントナイト、及びこれらの組合せのうち少なく
とも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１７】
　セルロースが、前記組成物の０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項１６に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１８】
　前記フュームドシリカ、シロキサン処理フュームドシリカのうち少なくとも１種が、前
記組成物の０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項１６又は１７に記載の油中水
型エマルジョン清浄用組成物。
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【請求項１９】
　前記ヘクトライト粘土、ベントナイトのうち少なくとも１種が、前記組成物の０．１～
６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項１６～１８のいずれか一項に記載の油中水型エマ
ルジョン清浄用組成物。
【請求項２０】
　前記キサンタンガムが、前記組成物の０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項
１６～１９のいずれか一項に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本開示に係るガラス清浄用組成物を、以下のように、高せん断下で、当該固体を当該液
体と混合することにより調製した。以下の配合物を配合物１と称する。
【表１】

　ガラス基板を、植物性材料の炎分解（ｆｌａｍｅ　ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）を用
いて、濃厚な残渣及び樹脂状の堆積物が当該ガラスに多数のスポット状に形成されるまで
汚すことにより、使用のために準備した。市場の競合相手と比較するために、「Ｇｒｕｎ
ｇｅ　Ｏｆｆ」及び「Ｆｏｒｍｕｌａ　４２０」の両方を、当該ガラス製品を浸漬するた
めに、６０分間のみ行うという点を除いて指示書に従って使用した。配合物１を同様に汚
れたガラス部分全体を覆って単に注いだ。当該汚れたガラス製品を６０分間放置した後、
水で洗浄した。当該ガラス製品を、清浄度について目視で評価した。その結果は次のよう
に観察された。６０分間及び洗浄の後、配合物１では完全に清浄されており、新しい部分
のようであった。一方、「Ｇｒｕｎｇｅ　Ｏｆｆ」及び「Ｆｏｒｍｕｌａ　４２０」は、
それぞれの清浄剤に全体的に浸漬されたにもかかわらず、汚れの程度が軽かった領域のみ
清浄され、酷く汚れた領域は未だ殆ど汚れていた。
　本願発明を以下に示す。
［発明１］
　油中水型エマルジョン清浄用組成物であって、
　ａ．３Ｍの塩基／脱イオン水を前記組成物の約１．４％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｂ．疎水性溶媒を前記組成物の約０．１～９０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｃ．乳化剤を前記組成物の約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｄ．界面活性剤を前記組成物の約０．０１～２０％（ｗ／ｗ）の量で、及び
　ｅ．レオロジー剤を前記組成物の約０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で、
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含む、油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明２］
　前記塩基が、アンモニア、アミン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及びこれらの
混合物のうち少なくとも１種であり得る、発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組
成物。
［発明３］
　前記親水性溶媒が、アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（こ
れらは全て、商品名Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから
入手可能である）、ペンタン二酸（ｐｅｔａｎｅｄｉｏｉｃ　ａｃｉｄ），２－メチル，
１，５－ジメチルエステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エ
ステル（ｎは１～７の数である）、及びトリプロピレングリコールメチルエーテル、ジメ
チルアジパート、ジプロピレングリコールメチルエーテル、及びプロプレングリコールｎ
－ブチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテルアセタート、式（Ｒ１－ＣＯＯ
－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するアルキルであり、Ｒ２

は１から４個の炭素を有するアルキルである）、大豆メチルエステル、及び乳酸エチル、
Ｄ－リモネン、及びこれらの組合せのうち少なくとも１種であり得る、発明１に記載の油
中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明４］
　アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（これらは全て、商品名
Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから入手可能である）、
ペンタン二酸（ｐｅｔａｎｅｄｉｏｉｃ　ａｃｉｄ），２－メチル，１，５－ジメチルエ
ステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エステル（ｎは１～７
の数である）、又はトリプロピレングリコールメチルエーテルのうち少なくとも１種が、
前記組成物の約１０～９０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
［発明５］
　ジプロピレングリコールメチルエーテル及びプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル
、プロピレングリコールメチルエーテルアセタートのうち少なくとも１種が、前記組成物
の約１０～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記載の油中水型エマルジョン清浄
用組成物。
［発明６］
　式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するア
ルキルであり、Ｒ２は１から４個の炭素を有するアルキルである）のうち少なくとも１種
が、前記組成物約１～５０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
［発明７］
　Ｄ－リモネンが、前記組成物の約０．１～３％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明８］
　少なくとも１種の前記乳化剤が、約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の、未処理の乳化剤であ
るＲｈｏｄａｃｏｌ　ＩＰＡＭ（Ｓｏｌｖａｙから入手可能である）、鎖の長さが２００
から２０００のポリエチレングリコール、ポリアクリル酸、及びこれらの組合せである、
発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明９］
　前記界面活性剤が、両性、陰イオン性及び非イオン性界面活性剤、及びこれらの組合せ
のうち少なくとも１種である、発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１０］
　前記両性界面活性剤が、ベタイン、アルキルイミダゾリン、カプリルイミダゾリン、ア
ルカノールアミド、ココアンホプロピオナート、及びこれらの組合せのうち少なくとも１
種である、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。



(6) JP 2016-512852 A5 2017.4.20

［発明１１］
　前記両性界面活性剤が、前記組成物の約０．５から約２０％（ｗ／ｗ）の範囲の量で存
在する、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１２］
　少なくとも１種の非イオン性界面活性剤が、アルコキシル化アルコール、エトキシル化
ポリオキシプロピレンブロック共重合体；アルコキシル化エーテルフェノール、シリコー
ン系化合物、例えばシリコーングリコール共重合体、及半極性非イオン性界面活性剤、例
えばトリアルキルアミンオキシド、モノイソプロパノールアミド界面活性剤（商品名Ｓｕ
ｆｙｎｏｌ　１０４及びＳｕｆｙｎｏｌ　１０４Ｅで知られており、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕ
ｃｔｓから入手可能である）、及びこれらの組合せである、発明９に記載の油中水型エマ
ルジョン清浄用組成物。
［発明１３］
　前記非イオン性界面活性剤が、前記組成物の約０．０１から約１０％の範囲の量で存在
することができる、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１４］
　前記陰イオン性界面活性剤が、アルキル硫酸塩、アルキルベンゼンスルホナート、イソ
プロピルアミンドデシルベンゼンスルホナート、ドデシルベンゼンナトリウム、直鎖状及
び分枝状のドデシルベンゼンスルホナート、アルキルタウラート、アルキルサルコシナー
ト（ｓａｃｒｏｓｉｎａｔｅｓ）、アルキルジフェニルオキシドジスルホナート、アルキ
ルナフタレンスルホナート、アルキルエーテルスルファート、アルキルエーテルスルホナ
ート、スルホスクシナート、及びこれらの組合せのうち少なくとも１種である、発明９に
記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１５］
　前記陰イオン性界面活性剤が、前記組成物の約０．５から約２０％（ｗ／ｗ）の範囲の
量で存在する、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１６］
　レオロジー剤が、セルロース、キサンタンガム、フュームドシリカ、シロキサン処理フ
ュームドシリカ、ヘクトライト粘土及びベントナイト、及びこれらの組合せのうち少なく
とも１種である、発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１７］
　セルロースが、前記組成物の約０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１８］
　前記フュームドシリカ、シロキサン処理フュームドシリカのうち少なくとも１種が、前
記組成物の約０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
［発明１９］
　前記ヘクトライト粘土、ベントナイトのうち少なくとも１種が、前記組成物の約０．１
～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物
。
［発明２０］
　前記キサンタンガム、セルロースのうち少なくとも１種が、前記組成物の約０．１～６
％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
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